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◆医師会・タブレット出前講座「サイボウズ Live」、

「グーグルハングアウト」を行っています。 

 各職種・施設での研修等にも応じています。 

依頼・お問合せ【j-matsumoto@yellow-fibers.jp】 

◆１２月１０日：南泉州地区病病連携協議会（事

務局部会）【りんくう総合医療センター】 

在宅多職種連携事業を説明。病院との退院期か

らの支援に向けて連携強化をすすめます！！ 
 

        

  

タブレットチームのご紹介 

★★★１１月★★★ 

◆岬町（岬町包括：岡田氏） 

【医師】市川クリニック（市川利洋先生） 

【訪問看護】オオサコ、【ケアマネ】淡輪園 

【訪問介護】淡輪園、【通所介護】淡輪園アーバン 

【福祉用具】ケアショップ・ハル 

◆泉佐野市：（１１月号でお知らせのとおり） 

【歯科】藤谷善光先生-【医科】西田善寛先生 

★★★１２月の予定★★★ 

泉佐野市：【歯科医師】勝藤大輔先生（計画中） 

♡医科医科連携も始まっています ♡ 

         多職種連携会議主催イベントのお知らせ！           

〇日時： 12 月 20 日（土） （受付 13：15～） 13:45～16：00 

〇会場： スターゲートホテル 6 階 国際会議場 RICC 

（一部）◇講演 「在宅医療における多職種連携の役割」 

講師  長尾 和宏 氏 

（二部）◇タブレットチーム（在宅医療拠点事業－多職種連携）取組み報告 

【かかりつけ医】松若 良介 氏  、 【歯 科 医 師】藤谷 善光 氏 

【訪問看護師】北庄司 千賀子 氏、 【ケアマネージャ】横田 一也 氏 

事業スタッフの紹介「今月の WAO！さん」 

【泉南市地域包括支援センター】 「なでしこりんくう」山中さん、「六尾の郷」渡辺さん 
泉南市は、市域の山側を「六尾の郷」、海側を「なでしこりんくう」の２包括が担当しております。 

「WAO（輪を）！SENNAN」（忘れてもだいじょうぶ、あんしんと、おもいやりの町せんなん）

をキャッチコピーに認知症事業を展開中！また、2 年前から多職種と住民が一体となり認知症と向

き合う「ＷＡＯ地域」を開催しています。今後も地域・多職種・包括・行政が手と手を取り合い 

地域包括ケアシステムの実現に向けて取り組んでいきたいと思います。 
【事業実施機関・職種代表】泉佐野泉南医師会、泉佐野泉南歯科医師会、泉佐野薬剤師会、泉南薬剤師会、訪問看護、通所

介護、理学療法士、作業療法士、ケアマネ連絡会、病院、6 市町行政（高齢介護担当課）・地域包括支援センター、大阪府泉佐野保健所 他 

【わ・リレーコラム】 

第 5 走者は！医師会理事（我らが・・連携会議 会長） 市川利洋 先生です。 
 

次回（１月号）の走者は・・？ 

新春号を飾るべく・・・永山光紀先生です！ 

【申込み：所在地市町高齢介護課：12 月 5 日締切】 

多職種連携チームのリーダ･求む  
（在宅医療を実践されている医師・歯科医師の先生） 

ICT チーム連携にご参加下さい。パソコン苦手で

も大丈夫！親切・安心のフォローもバッチリ！！ 

 私は開業当初から、在宅医療に取り組んで参りました。最近、高齢者が急増する 2025 年問題

を視野に、政府は在宅医療を本格的に推進し始めました。当医師会でも在宅医療についてのアンケ

ート調査、主治医意見書の問診票の作成、多職種連携シートの作成、多職種のマップの作成、認知

症対策等の事業を行って参りました。そして今、ICT を使用した実証実験に入っています。これら

すべては泉南市の松本先生の献身的なご努力、保健所や泉南市の担当者の方々のご尽力によるもの

であります。私はたまたま在宅医療も行っていたので会長職にありますが、正直、名ばかりです。 

あらためて皆様のご努力に感謝いたします。 

 ところで人口構成の根源的な問題は、少子化ではないでしょうか。教育費や医療費の無料化、小

児科医や産婦人科医に対し優遇措置や保護が必要と考えますが、皆様は如何お考えでしょうか。 

各職種を代表して  

報告いただきます！ 

【参加費無料】 


